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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　６月　26日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　相間野　雪枝　　記録者　高橋　昭徳
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・4月分のカルテを7/4(土)の深夜帯で外します。記載漏れがないよう、受け持ち患者様のカルテを見直していきましょう。

・徘徊・異食する患者様がおり危険な為、夜間、オムツカートは廊下に出さないようにしましょう。今後、不都合なことがあれば、再度カンファレンスで話し合いましょう。

・接遇委員会～7/1から身だしなみ自己チェックを実施します。チェックシートを配布しますので、受け取ったら記入し、接遇委員まで提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・中川原　きよ様～血液検査の結果、ＣＲＰ　5+。抗生剤が継続処方となっています。引き続き身体状態の観察していきましょう。また、排尿量も少ないので、こまめに水分摂取を促していきましょう。

・飛鳥　公平様～排便コントロールの為、シンラック1本処方となっています。

・田端　玲子様～排便コントロールの為、シンラック1本処方となっています。

・木ノ下ツヨ様～カタリンＫ点眼腋、1本処方となっています。

＜小坂Dr処置＞

· 鈴木　サダ様～同処置内容で１ヶ月分　毎週月曜日7/27まで指示出ています。

・小山　正好様～小坂Ｄｒ診察し、左大腿部の処置終了となっています。

＜患者様NCP評価・検討＞

・田中　豊三様～看護計画見直しの為、新計画を立てています。

♯1精神症状による破損・粗暴行為がある

　　　　　　　　　目標　安全に日常生活を過ごせる

　　　　　　　　ＯＰ－①精神症状

　　　　　　　　　　　　ａ機嫌・興奮の有無

　　　　　　　　　　　　ｂ徘徊

　　　　　　　　　　　　ｃ独語

　　　　　　　　　　　　ｄ破損行為

　　　　　　　　　　　　ｅ粗暴行為

　　　　　　　　　　　②夜間の睡眠

　　　　　　　　　　　③周囲の環境(物品や危険な物等の有無)

　　　　　　　　　　　④他者とのトラブル

　　　　　　 　Ｔ･ＥＰ①興奮のつよい時は数名で対応

　　　　　　　　　　　②他者とのトラブルがある時は環境調整(静かな環境の提供)

　　　　　　　　　　　③危険な物等があれば取り除く

　　　　　　　　　　　④環境整備

＜学術進歩状況報告＞

（介護）テーマ：気持ちの良い入浴をしていただく為に（仮）

　　　　　　　　入浴拒否言動の強い患者様に寄り添った対応を探る

　　　　対象患者様：松田信夫様・晴山長司様

　　　　実施期間：平成２１年６月１日～７月３１日（毎週月・金曜日）

※入浴への声掛けの仕方について、今後詳しくカンファレンス内で説明して行きます。看護計画に入浴に関してのアプローチ方法を追加し、経過をカルテ記載していきます。

・晴山長司様～入浴する回数が徐々に増えてきており、1回の入浴時間も短縮されてきている。
＜施設入所について検討＞

精神状態が落ち着いている患者様について、ご家族へ情報提供行っていき、施設入所等今後の方針を決めていくようにしましょう。

自宅退院が難しい方は、南山苑等、老人ホーム施設入所を申し込む際には、1ヶ所だけではなく、数ヶ所申込みを行って頂くようにしましょう。その際には特別養護老人ホームへの申し込みも行って頂きましょう。

接遇について　

接遇が必要な理由…とは？
· 医療福祉サービスは現在、選ばれるものであり、専門的な知識やサービスのみではなく、

優しい言葉使い、態度をもとめるようになっております。利用者に満足、安心を与える為に大きな役割を担っている。そこで、今回は医療福祉従事者に求められる『接遇』に

ついての基本的なマナーを今一度振り返って見ましょう。

接遇に必要な態度
　　・　挨拶
· 言葉の使い方、話し方

· 身だしなみ、表情

自己チエックしてみましょう！
＜挨拶＞
　１・きちんと心掛けて挨拶をしていますか？

　２・正しい言葉使いで、患者様、上司に対して気を配っていますか？

　３・気分によってあいさつにムラがありませんか？

＜言葉の使い方・話し方＞

１・患者様に対する言葉使い、接し方は適切ですか？　

２・スタッフ間での言葉使いは？

３・電話での対応はきちんとできていますか？

４・必要以上に大きな声で話していませんか

話し方のマナーポイント

①患者さまの立場になって
· 誰でも高齢になると、記憶力や理解力が低下してくるために、何回も聞き返したり、　　

よくわからないしぐさをしたりします。患者様の中には、聴力が衰えていて私達の声が聞き取りにくいケースもあります。仕事に追われてどうしても話すスピードが速くなりがちです。しかし、このようなときこそ患者様の立場で対応することが必要です。介助者は、患者さまに合わせ、静かな環境で短い優しい言葉を使い、ゆっくりと、はっきり話す。時には身振りを交えた笑顔での対応も必要。

· 患者様には尊敬の念をもった言葉使いを心がけるようにしましょう。しかし、オー

バーなくらいに敬語を連発したり、一方で、幼児に話すような言葉使いをする人がいます。逆の立場になって考えてみればわかることですが、そのような言葉使いは、

聞く側にとっては、決して気持ちのよいものではありません。自分が言われて嫌と思うような言葉使いはしないことです。

　　・親しみやすい言葉使いをするときは、節度をもった話し方に注意し、無作法な話し

　　　方や、乱暴な言い方（言葉の暴力）は避けましょう。

　

自己チエックしてみましょう
＜身だしなみについて＞

１・正しい制服を着用していますか？汚れ、ほつれは無いですか？

２・髪型、髪色は？頭髪はきれいにまとめていますか？

３・靴の汚れは？

４・手、爪、の汚れは？

５・派手な化粧はしていませんか？

６・余計なアクセサリーは、身につけていませんか？

· 職員の身だしなみについては、今年度、6月後半～7月の目標として

・制服のほつれ、汚れ、茶髪を無くする事、となっていますので、速やかに自己チエックをし、改善なさるようお願い致します。







